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▼
は
じ
め
に 

「
水
素
社
会
」
と
い
う
言

葉
を
聞
く
と
、
巨
大
な
水
素

製
造
プ
ラ
ン
ト
、
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
燃
料
電
池
バ
ス
、

あ
る
い
は
海
外
か
ら
運
ば
れ

て
く
る
液
化
水
素
な
ど
を
思

い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
・
・
。 

し
か
し
、
も
し
水
素
が
も

っ
と
身
近
に
な
れ
ば
、
地
域

の
小
さ
な
施
設
で
つ
く
ら
れ
、

貯
蔵
さ
れ
、
必
要
な
場
所
へ

運
ば
れ
、
家
庭
や
学
校
、
病
院
、

工
場
、
鉄
道
、
あ
る
い
は
避
難

所
な
ど
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。 

水
素
は
「
大
規
模
な
産
業

の
た
め
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

で
は
な
く
、「
地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ

に
、
水
素
は
「
遠
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
か
ら
「
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
と
し
て
身
近
に
な
る
。 

筆
者
は
、
そ
の
可
能
性
を

大
き
く
広
げ
る
も
の
と
し
て
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
水
素
を
吸

蔵
さ
せ
た
水
素
化
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
、MgH₂

に
注
目
し
て
い

る
。
そ
のMgH₂

は
、
い
わ
ば

「
固
体
の
中
に
水
素
を
閉
じ

込
め
た
」
技
術
で
あ
る
。 

気
体
の
水
素
を
極
低
温
に

し
、
か
つ
高
圧
に
し
て
液
体

水
素
と
し
て
輸
送
す
る
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
の
水
素
利
用

の
普
通
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
紹

介
す
る

の
は
、
固
体
の
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
の
な
か
に
吸
蔵
さ
れ
た
水

素
利
用
で
あ
り
、
必
要
な
と

き
に
水
と
反
応
さ
せ
て
水
素

を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
、

常
温
常
圧
で
水
素
を
搬
送
で

き
、
む
し
ろ
便
利
で
安
全
で

あ
る
。 

そ
の
技
術
は
、
日
本
の
バ

イ
オ
コ
ー
ク
技
研
（
株
）
の
創

始
者
、
上
杉
浩
之
氏
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、「
マ

グ
水
素
」
と
い
う
呼
称
で
、

MgH₂

の
製
造
装
置
・
製
造
方

法
に
関
す
る
多
く
の
特
許
が

取
得
さ
れ
、
実
際
に
製
造
・
利

用
さ
れ
て
い
る
。 

筆
者
は
上
杉
氏
と
連
携
し
、

筆
者
の
居
住
地
に
、「
グ
リ
ー

ン
マ
グ
水
素
の
街
・
い
す
み
」

と
し
て
モ
デ
ル
展
開
す
る
こ

と
を
構
想
し
て
い
る
。
以
下

に
、
そ
の
概
要
を
記
し
た
い
。 

▼
再
エ
ネ
と
水
素
利
用
の
マ

ッ
チ
ン
グ 

い
す
み
市
大
原
沖
で
は
洋

上
風
力
発
電
の
導
入
に
向
け

て
、
国
が
選
定
し
た
「
有
望
な

区
域
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
事

業
化
に
向
け
た
手
続
き
が
な

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

事
業
は
、
地
元
で
の
洋
上
風

力
に
対
す
る
社
会
受
容
性
が

十
分
で
な
く
、
停
滞
し
て
い

る
感
じ
が
す
る
。
そ
れ
を
打

破
し
未
来
に
向
か
う
べ
く
筆

者
が
構
想
し
た
の
は
、
洋
上

風
力
の
電
力
を
、
東
京
電
力

の
系
統
に
連
系
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
電
気
で
海
水
を

電
気
分
解
し
、
い
わ
ゆ
る
「
グ

リ
ー
ン
水
素
」
つ
く
り
、MgH₂

に
し
て
、
す
な
わ
ち
「
グ
リ
ー

ン
マ
グ
水
素
」
を
生
成
す
る
。

こ
れ
は
、
固
体
の
水
素
キ
ャ

リ
ア
で
あ
り
、
必
要
な
と
こ

ろ
で
必
要
な
と
き
に
、
水
素

を
取
り
出
し
て
使
う
こ
と
が

で
き
る
。 

結
果
、
多
種
多
様
な
方
法

と
目
的
に
、
水
素
利
用
還
元

で
き
る
。
つ
ま
り
、
海
上
の
風

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
具
体

的
に
は
、
暮
ら
し
、
産
業
、
交

通
、
そ
し
て
防
災
に
も
貢
献

で
き
る
。
こ
れ
は
、
地
方
創
生

の
新
し
い
モ
デ
ル
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。 

日
本
は
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
政
府
は
水
素
を
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
２
０
２
３
年
に

改
定
さ
れ
た
水
素
基
本
戦
略

で
は
、
２
０
４
０
年
の
水
素

導
入
目
標
を
年
間
１
、
２
０

０
万
ト
ン
と
し
て
い
る
。 

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ

ネ
）
は
、
発
電
量
が
天
候
や
時

間
に
よ
っ
て
変
動
す
る
の
で
、

蓄
電
池
が
必
要
と
な
る
が
、

マ
グ
水
素
は
、
そ
の
役
割
も

担
う
。
つ
ま
り
、
電
気
を
水
素

と
い
う
形
で
貯
め
る
こ
と
が

で
き
る
。「
水
素
キ
ャ
リ
ア
」

で
も
あ
る
。 

▼
「
つ
く
る
・
運
ぶ
・
使
う
」

を
地
域
で
完
結
さ
せ
る 

MgH₂

は
水
素
化
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
で
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（Mg

）

に
水
素
（H₂

）
が
結
び
つ
い
た

化
合
物
で
あ
り
、
固
体
と
し

て
存
在
す
る
。
そ
し
て
必
要

な
場
所
で
水
と
反
応
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
水
素
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。 

水
素
に
は
、
つ
く
る
―
運

ぶ
―
貯
め
る
―
使
う 

と
い

う
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
必

要
で
あ
る
。
環
境
省
も
、
水
素

社
会
の
実
現
に
は
「
つ
く
る
」

「
運
ぶ
」「
使
う
」
と
い
う
流

れ
の
整
備
が
重
要
だ
と
し
て

い
る
。
筆
者
は
、
こ
こ
に
「
地

域
」
と
い
う
単
位
を
持
ち
込

み
た
い
。 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
い

す
み
市
沖
の
洋
上
風
力
の
電

力
を
利
用
し
て
グ
リ
ー
ン
水

素
を
製
造
す
る
。
そ
し
て
、
そ

の
水
素
をMgH₂

と
い
う
固
体

の
形
に
し
て
地
域
に
蓄
え
る
。

必
要
な
場
所
で
水
素
を
取
り

出
す
。
燃
料
電
池
で
電
気
に

戻
す
。
あ
る
い
は
熱
と
し
て

利
用
す
る
。
さ
ら
に
、
交
通
用

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用

す
る
。 

つ
ま
り
、
海
の
風
→
電
気 

→
グ
リ
ー
ン
水
素
→MgH₂ 

→

地
域
の

電
気
・
熱
・

交
通 

と
い
う
循
環

を
つ
く
る
。
こ

れ
が
「
グ
リ
ー

ン
マ
グ
水
素

社
会
」
の
基
本

構
想
で
あ
る
。 

▼
い
す
み
市

を
モ
デ
ル
に

す
る
理
由 

な
ぜ
、
い
す
み
市
な
の
だ

ろ
う
か
。
理
由
は
い
く
つ
も

あ
る
。 

⑴
い
す
み
市
に
は
海
が
あ
る
。 

⑵
農
林
水
産
業
を
含
む
地
域

産
業
が
あ
る
。 

⑶
住
宅
地
、
公
共
施
設
、
観
光

地
が
あ
る
。 

⑷
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確

保
を
課
題
と
し
て
い
る
。 

⑸
地
域
公
共
交
通
の
い
す
み

鉄
道
が
あ
る
。 

つ
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
暮
ら

し
、
産
業
、
防
災
、
交
通
と
い

う
社
会
の
主
要
な
要
素
が
存

在
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
最
大
の
魅
力
は
、

い
す
み
市
沖
で
は
洋
上
風
力

発
電
の
事
業
化
の
動
き
が
あ

る
こ
と
。
現
在
、
千
葉
県
が
公

開
し
て
い
る
環
境
影
響
評
価

手
続
き
で
は
、
い
す
み
市
沖

の
洋
上
風
力
に
つ
い
て
複
数

の
事
業
計
画
が
示
さ
れ
て
お

り
、
あ
る
計
画
で
は
最
大
５

０
万
㌔
㍗
の
規
模
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。 

▼
「
洋
上
風
力
の
ま
ち
」
か

ら
「
水
素
の
ま
ち
」
へ 

洋
上
風
力
発
電
が
で
き
た

と
し
て
、
そ
れ
だ
け
で
地
域

が
豊
か
に
な
る
と
は
限
ら
な

い
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
電
力

を
地
域
の
中
で
ど
う
活
か
す

か
、
か
つ
、
地
域
の
未
来
に
ど

う
つ
な
げ
る
か
で
あ
る
。 

そ
の
答
え
と
し
て
、
洋
上

風
力
と
水
素
を
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
風
が
強
い

と
き
に
発
電
し
た
電
力
を
利

用
し
て
水
電
解
を
行
い
、
グ

リ
ー
ン
水
素
を
製
造
す
る
。

そ
の
水
素
をMgH₂

と
し
て
貯

蔵
す
る
。
風
と
い
う
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
「
地
域
で
使
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
変
換
す

る
。 こ

の
仕
組
み
は
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
考
え
方
を
大
き

く
変
え
る
。「
地
域
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
つ
く
り
、
貯
め
、
必
要

な
と
き
に
使
う
」
に
、Mg

H₂

が

貢
献
で
き
る
。 

・
第
一
の
用
途
―
―
民
生
用

エ
ネ
ル
ギ
ー 

最
初
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、

家
庭
や
小
規
模
施
設
で
の
利

用
で
あ
る
。
例
え
ば
、
数
㌔
㍗

程
度
の
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

を
想
定
す
る
。 

普
段
は
系
統
電
力
を
利
用

し
な
が
ら
、Mg

H₂

か
ら
必
要

な
水
素
を
供
給
し
、
燃
料
電

池
に
よ
っ
て
電
気
を
つ
く
る
。 

こ
れ
は
単
な
る
非
常
用
電
源

で
は
な
く
、
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
地
域
で
蓄
え
る
仕
組

み
で
あ
る
。
住
宅
だ
け
で
は

な
い
。
商
店
、
農
業
施
設
、
観

光
施
設
、
道
の
駅
、
公
共
施
設

な
ど
に
も
応
用
で
き
る
。
夜

間
照
明
に
も
利
用
で
き
る
。 

・
第
二
の
用
途
―
―
防
災
用

エ
ネ
ル
ギ
ー 

筆
者
は
、MgH₂

の
社
会
実

装
に
お
い
て
、
防
災
を
極
め

て
重
要
な
入
り
口
に
し
た
い
。 

災
害
時
に
は
、
電
力
が
止
ま

り
、
通
信
、
交
通
な
ど
も
止
ま

る
。
避
難
所
で
は
照
明
が
、
携

帯
電
話
ほ
か
通
信
機
器
、
冷

暖
房
、
医
療
機
器
を
稼
働
し

な
け
れ
な
な
ら
な
い
。 

つ
ま
り
、
災
害
時
に
必
要

な
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
」

で
あ
る
。
役
所
、
学
校
、
体
育

館
、
公
民
館
、
病
院
、
福
祉
施

設
な
ど
に
、
分
散
型
の
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
。
通
常
時
に
は
地
域

の
再
エ
ネ
利
用
で
あ
り
、
災

害
時
に
は
独
立
電
源
と
し
て

利
用
す
る
。
こ
れ
は
「
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
防
災
」
の
考
え
方

と
つ
な
が
る
。 

・
第
三
の
用
途
―
―
産
業
用

エ
ネ
ル
ギ
ー 

地
域
の
産
業
と
も
つ
な
が

る
。
工
場
、
倉
庫
、
農
業
施
設
、

食
品
加
工
、
冷
蔵
施
設
、
物
流

施
設
な
ど
で
は
、
電
力
だ
け

で
な
く
熱
も
必
要
に
な
る
。

水
素
は
燃
料
電
池
に
よ
る
発

電
だ
け
で
な
く
、
産
業
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

こ
の
場
合
も
重
要
な
の
が

「
分
散
型
」
で
あ
る
。
巨
大
な

水
素
基
地
か
ら
す
べ
て
の
工

場
へ
水
素
を
配
る
の
で
は
な

く
、
必
要
な
場
所
にMg

H₂

を

搬
送
配
置
し
、
需
要
に
合
わ

せ
水
素
を
つ
く
る
。
地
域
の

工
場
が
自
ら
の
裁
量
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
確
保
す
る
農
業
施

設
で
も
自
ら
の
用
途
でMg

H
2

を
持
つ
。
じ
つ
は
物
流
拠
点

がMgH
2

を
確
保
し
、
地
域
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
。 

▼MgH
₂

は
「
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
の
姿
も
変
え
る 

水
素
社
会
の
象
徴
は
、
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

従
来
型
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
高
圧
水
素
を
扱
う
た
め
、

設
備
、
運
用
、
安
全
対
策
な
ど

に
大
き
な
要
求
が
あ
る
。

M
gH₂

を
水
素
キ
ャ
リ
ア
と
し

て
利
用
す
れ
ば
、
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
あ
り
方
が
変
わ
る
。 

固
体
のMgH₂

を
搬
入
す
る
。 

必
要
な
量
だ
け
水
素
を
取
り

出
す
。
燃
料
電
池
車
な
ど
に

供
給
す
る
。
使
用
済
み
の
反

応
生
成
物
を
回
収
す
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
再
び
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
資
源
と
し
て
循
環
さ

せ
る
。
こ
う
し
た
「
地
域
型
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
構
想

で
き
る
。 

実
際
の
車
両
供
給
で
は
、

水
素
純
度
、
供
給
圧
力
、
流
量
、

安
全
基
準
、
設
備
規
格
な
ど
、

多
く
の
技
術
的
・
制
度
的
課

題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
が
、
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
「
巨
大
な
ガ
ス
供
給

基
地
」
と
し
な
い
で
、
地
域
で

水
素
を
生
み
、
地
域
で
貯
め
、

地
域
で
供
給
す
る
と
い
う
可

能
性
をMgH₂

は
持
っ
て
い
る
。 

▼
鉄
道
へ
―
―
い
す
み
鉄
道

を
水
素
で
走
ら
せ
る 

さ
ら
に
、
い
す
み
市
の
グ

リ
ー
ン
マ
グ
水
素
構
想
を
象

徴
す
る
も
の
と
し
て
、「
鉄
道
」

へ
の
利
用
が
あ
る
。
鉄
道
は

単
な
る
交
通
手
段
で
は
な
い
。

地
域
を
つ
な
ぐ
動
脈
で
あ
る
。

人
を
運
び
、
観
光
客
を
迎
え
、

高
校
生
を
通
わ
せ
、
高
齢
者

の
外
出
を
可
能
に
さ
せ
る
。

地
域
の
産
業
と
暮
ら
し
を
支

え
る
。
鉄
道
そ
の
も
の
が
地

域
の
未
来
を
象
徴
す
る
。 

現
在
、
い
す
み
鉄
道
は
脱

線
事
故
の
影
響
に
よ
り
全
線

で
運
転
を
見
合
わ
せ
て
お
り
、

公
式
サ
イ
ト
で
は
２
０
２
７

年
秋
頃
の
復
旧
見
込
み
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
復
旧
を

単
な
る
「
元
に
戻
す
」
だ
け
で

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

「
次
の
時
代
の
鉄
道
へ
進
む

機
会
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。 

水
素
鉄
道
の
実
現
に
は
車

両
、
燃
料
電
池
、
航
続
距
離
、

出
力
、
設
備
、
保
安
基
準
、
コ

ス
ト
な
ど
、
技
術
的
・
制
度
的

な
検
討
を
要
す
る
が
、
房
総

横
断
鉄
道
Ｂ
Ｘ
Ｒ
と
し
て
の

構
想
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

（
次
回
へ
続
く
） 

水
素
吸
蔵
合
金M

g
H

2

が
暮
し
を
変
え
る 

― 

㈠ 

マ
グ
水
素
が
グ
リ
ー
ン
水
素
社
会
を
誘
導 

 
 

一
般
社
団
法
人 

洸
楓
座 

代
表
理
事 

佐
藤 

建
吉 

35 


